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① 国の技術開発ロードマップ

（資料）国土交通省

② 期待される効果（国の見解）

隊列走行によるドライバー問題・渋滞問題解消隊列走行によるドライバー問題・渋滞問題解消 中山間地域の移動手段確保中山間地域の移動手段確保

自動運転技術に関する動向 参考資料４



③ 期待される効果（その他、各所で言われていること）

シェアリングの普及 ⇒ 駐車場削減・集約 ⇒ 土地利用の高度化シェアリングの普及 ⇒ 駐車場削減・集約 ⇒ 土地利用の高度化

◎マイカー所有者が減り、自動運転車のシェアリングが普及した場合、シェア
リング専用の駐車場で車両管理され、都心部等に散在する駐車場の集約化・
縮減化が可能となり、施設整備等による土地利用の高度化が期待されている

（資料）NTTドコモ「スマートパーキングシステム」

センシング・モニタリング ⇒ 状況に合わせた交通流動の円滑化センシング・モニタリング ⇒ 状況に合わせた交通流動の円滑化

都心部への流入制御都心部への流入制御

信号と連動した運行信号と連動した運行

リアルタイムナビゲーションリアルタイムナビゲーション

◎平日の朝夕ピークの都心部、休日のにぎわい
創出エリアや観光動線などへの車両流入抑制

◎公共交通車両と連動した優先信号制御と、
個別交通（自動車）の走行管理による、
公共交通の速達性・定時性を確保

◎公共交通等の全ての移動支援サービスの運行
管理を一元化し、利用者に対し、リアルタイム
で目的地までの最適な手段選択を提供

交通計画を検討する際の考え方交通計画を検討する際の考え方

Ｑ：自動で走行するバスや乗用車を利用したい？
（資料1-1の市民意識調査より）

Ｑ：自動で走行するバスや乗用車を利用したい？
（資料1-1の市民意識調査より）

14 

13 

14 

16 

17 

14 

13 

23 

32 

29 

28 

29 

23 

18 

20 

19 

19 

20 

18 

18 

21 

29 

24 

27 

25 

22 

30 

23 

14 

12 

12 

11 

14 

15 

24 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～24歳

25～34歳

35～44歳

45～54歳

55～64歳

65～74歳

75歳以上

とても思う 少し思う わからない あまり思わない 全く思わない
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今よりも多くの自動車交通量が発生し、道路容
量の不足などの新たな課題の発生リスク

新たな課題の想定新たな課題の想定

受容性への配慮受容性への配慮

「人の安全で円滑な移動」を支援し、「環境負
荷の軽減」や「まちのにぎわい創出」を促進す
る新技術としての活用可能性

活用可能性の検討活用可能性の検討


